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(石油と天然ガスは一体として考えるべきである！) 

はじめに 

BPの「BP Statistical Report of World Energy 2017」をもとに本シリーズで石油及び天然ガスの埋

蔵量、生産量及び消費量(天然ガスについては貿易量も含む)のデータを抜粋して解説したが、最後

に石油と天然ガスを合わせた形でその埋蔵量、生産量及び消費量についての解説を試みる。 

 

石油と天然ガスは常温常圧の状態で前者が液体、後者が気体の違いはあるものの本来は同じ

炭化水素資源である。石油は運搬・貯蔵等の利便性に優れ、また用途としては燃料用のほか、石

油化学原料にもなるため古くから広く利用されてきた。 

 

これに対して天然ガスは主成分がメタン単体であるため燃料として使用されることがほとんどで

あり、石油化学原料(メタノール、エチレンなど)としての利用は広く普及していない。加えて天然ガス

は大気中への拡散を防ぐため密閉状態で運搬しなければならない。このため従来は生産地から消

費地までのパイプラインが必要であった。しかし運搬・貯蔵方法としてガスを極低温で液化する LNG

の製法が普及した結果、遠く離れた消費地に大量のガスを供給する LNG 貿易が確立した。世界的

なエネルギー消費の増大に対して天然ガスは石油の代替エネルギーとして需要が拡大している。さ

らに天然ガスは石油に比較して CO2 の発生量が少ないため環境問題の観点からも強い需要があ

る。 

 

石油と天然ガスはそれぞれの発展度合いの違いにより現在も別々に取り扱われることが多いが、

エネルギーとして見れば両者は殆ど変わらないのである。石油生産国の多くは天然ガス生産国でも

あり、また石油消費国も同時に天然ガスの消費国である。生産国と消費国はそれぞれが石油と天

然ガスのベストミックスを探っている。 

 

本稿では石油と天然ガスを合わせた埋蔵量、生産量及び消費量についてBPのデータをもとに解

説を試みることとする。なお天然ガスから石油への換算率は１０億立方メートル(以下㎥)＝６２９万

バレル（１兆㎥＝６２．９億バレル）として計算した。 

 

 

１．世界の石油と天然ガスの埋蔵量 

(２０１６年末の石油・天然ガスの合計可採埋蔵量は石油換算で２．９兆バレル！) 

(1）２０１６年末の石油と天然ガスの合計埋蔵量 

 ２０１６年末の世界の石油埋蔵量は１兆７千億バレルであるが、これに対して天然ガスの埋蔵量は

１８７兆㎥であり、これは石油に換算すると１兆１，７４０億バレルである。石油の埋蔵量が天然ガス

より約５千億バレル多く、両者を合わせた合計埋蔵量は２兆８，８０２億バレルとなる。 

 

 埋蔵量を地域別に見ると、中東は１兆３，１２７億バレルであり、世界全体の埋蔵量の４６％を占め

ている。続く欧州・ユーラシアは５，１８１億バレル(１８％)であり、この両地域で世界の埋蔵量の６

４％を占めている。その他の地域については中南米３，７５６億バレル(１３％)、北米２，９７５億バレ
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ル(１０％)、アフリカ２，１７６億バレル(８％)、アジア・大洋州１，５８７億バレル(６％)である。 

 

 本シリーズの石油篇及び天然ガス

篇で触れたそれぞれの地域別埋蔵

量と比較すると、中東は石油埋蔵量

が全世界の４８％を占めているが、

天然ガスのそれは４３％であり、石

油の比率が高い。これに対して欧

州・ユーラシアの石油と天然ガスの

埋蔵量はそれぞれ全世界の９％及

び３０％であり、天然ガスの比率が

３倍以上である。 

 

 

 

 

(世界一の埋蔵量を誇るイラン！) 

(2)国別の石油・天然ガス合計埋蔵量(末尾表 3-1-T01参照) 

 埋蔵量を国別に見ると、原油と

天然ガスの合計埋蔵量が最も多

い国はイランの３，６９１億バレル

(以下いずれも石油換算)であり、

世界全体の１３％を占めている。

イランは石油埋蔵量では世界４

位（１，５８４億バレル）であるが、

天然ガスの埋蔵量(３４兆㎥、石

油換算２，１０７億バレル)は世界

一位である。 

 

イランに続くのがベネズエラ、

サウジアラビア及びロシアであり、それぞれの埋蔵量はベネズエラ３，３６７億バレル(内訳、石油３，

００９億バレル、天然ガス３５９億バレル)、サウジアラビア３，１９５億バレル(石油２，６６５億バレル、

天然ガス５３０億バレル)、ロシア３，１２５億バレル(石油１，０９５億バレル、天然ガス２，０３０億バレ

ル)である。４カ国は原油と天然ガスの比率が各国により大きく異なっている。イランは原油と天然ガ

スの比率が４３％対５７％で比較的バランスが取れているが、ベネズエラは原油の比率が８９％と圧

倒的に高く、サウジアラビアも原油８３％に対して天然ガスは１７％に過ぎない。これに対してロシア

は逆に原油３５％対天然ガス６５％であり、天然ガスの埋蔵量が原油の２倍近い。 

 

その他の国を原油と天然ガスの埋蔵量の比率で見ると、イランのように両者のバランスが比較的
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均等な国には米国（原油４７％対天然ガス５３％）があり、ベネズエラ或いはサウジアラビアのように

原油の比率が高い国はカナダ、イラク、UAE、クウェイトなどである。一方ロシアのように天然ガスの

比率が高い国にはカタール、トルクメニスタンなどがある。 

 

ロシアに次いで埋蔵量が世界で五番目に多いのはカナダの１，８５２億バレル(原油１，７１５億バ

レル、天然ガス１３７億バレル)である。これに続く６位以下の国とその埋蔵量はカタール(合計：１，７

８１億バレル、石油：２５２億バレル、天然ガス：１，５２８億バレル、以下同じ)、イラク(１，７６２億バレ

ル、１，５３０億バレル、２３２億バレル)、UAE(１，３６１億バレル、９７８億バレル、３８３億バレル)、ク

ウェイト(１，１２７億バレル、１，０１５億バレル、１１２億バレル)、トルクメニスタン(１，１０５億バレル、

６億バレル、１，０９９億バレル)の順である。 

 

注目すべきことは同じ GCC 産油国でも天然ガスが豊富なカタールに対して UAE、クウェイトは少

ない。これらの国はいずれも発電或いは海水淡水化プラントの燃料として国内の天然ガスの需要

が大きい。このため UAE、クウェイトなどは夏場にピークを迎える電力・水のために天然ガスを輸入

しなければならないのが実情である。また世界一の石油輸出国であるサウジアラビアでもガス不足

は深刻な問題であり国内ガス田の開発が急がれている。 

 

(ほぼ１０年周期で増加する埋蔵量！) 

(3)１９９０年～２０１６年までの合計可採埋蔵量の推移 

 

 １９９０年末の世界の石油と天然ガスの埋蔵量はそれぞれ 1 兆２７５億バレルと１０９兆㎥（石油換

算６，８８０億バレル）で合計埋蔵量は１兆７，１５５億バレルであった。因みに両者の構成比率は石

油６０％、天然ガス４０％であるが、この比率は２０１６年まで殆ど変っていない。 

 

 埋蔵量は１９９１年に対前年比で６％増加、１兆８千億バレルとなりその後は年率１～２％で漸増、

１９９９年には対前年比８．２％と大幅に増加して合計埋蔵量は２兆バレルを突破した。そして２００２

年に２．３兆バレル記録した後、数年間は低い増加率にとどまった。２０１０年には６％の大幅な増

加率を示し合計埋蔵量は２兆８千億バレル弱になったが、その後２０１６年までは横ばい状態であり、



 5 / 19 

 

特に２０１５年にはわずかではあるが前年を下回り、過去２５年間で初めて埋蔵量が減少している。

このように可採埋蔵量はほぼ１０年周期で増加している。ちなみに２０１６年の埋蔵量は石油１．７兆

バレル、天然ガス１８７兆㎥（石油換算１．２兆バレル）で合計埋蔵量は２兆８，８０２億バレルであり、

これは１９９０年の１．７倍である。 

 

 １９９０年から２０１６年までの過去２６年間の平均成長率は１．９％である。次項に述べるとおり埋

蔵量を生産量で割った可採年数は２０１０年まではほぼ一貫して上向いており、それ以降は漸減傾

向を示している。このことから最近は石油及び天然ガスの探鉱・開発活動が低調に推移し、埋蔵量

の追加が生産量の増加に追いついていないことを示している。 

 

これは最近の石油価格の下落により石油企業の業績が低迷、各社とも石油・天然ガスの上流部

門の投資を削減したことが大きな理由と考えられるi。 

 

(石油と天然ガスを合わせた可採年数は５３年！) 

(4)可採年数の推移(１９８０～２０１６年) 
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 可採年数(以下 R/P)とは埋蔵量を同じ年の生産量で割った数値で、現在の生産水準があと何年

続けられるかを示したものであるが、２０１６年末の石油と天然ガスの合計埋蔵量を同年の合計生

産量(次章参照)で割ると、石油・天然ガス全体の可採年数は５２．５年となる。 

 

１９８０年から２０１６年末までの推移をみると、１９８０年の可採年数は３６年であった。この年の

石油の可採年数は３０年、天然ガスは５０年であり、石油と天然ガスの間には２０年の差があった。

当時、石油の埋蔵量は天然ガスの１．５倍であったが、石油の生産量が天然ガスの２．５倍であった

ため石油の可採年数が低く、石油と天然ガスを合わせた可採年数も石油に近い数値となったので

ある。 

 

 その後、１９８０年代は石油、天然ガスの埋蔵量は共に増加したが、生産に関しては天然ガスが伸

びる一方(天然ガス篇2-(3)参照)石油は停滞したため(石油篇2-(3)参照)、石油の可採年数が伸び、
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天然ガスのそれは停滞した。１９９０年代は石油、天然ガス共に可採年数は横這いとなり、両者を平

均した可採年数も４０年台後半で推移した。２０００年代に入り可採年数は２００２年に５４年のピーク

を記録した後、２００６年には４９年に下がり、２０１１年末には再び５５年と緩やかな波を打ってい

る。 

 

この間に石油と天然ガスの可採年数は収斂する方向にあり、２０１１年末は石油５５年、天然ガス

５６年と殆ど差がない。１９８０年のそれが石油３０年、天然ガス５０年であったことと比べると大きな

変化であり、これは石油と天然ガスが同じ化石エネルギーとして相対優位の市場原理で取引される

ようになっていることと無関係ではないであろう。 

 

２０１１年以降可採年数は漸減傾向にあり、２０１６年末の可採年数は石油５１年、天然ガス５３年、

石油と天然ガスを合わせた平均可採年数は５２年となっている。近年の可採年数の減少は世界的

な油価の低迷およびヨーロッパ、中国の景気低迷により石油・天然ガスの開発意欲が減退している

ことが大きな理由であろう。 

 

２．世界の石油と天然ガスの生産量 

(中東、欧州・ユーラシア、北米が２０％台で拮抗！) 

(1）２０１６年の石油と天然ガスの地域別合計生産量 

２０１６年の世界の石

油生産量は日量９，２１

５万バレル(以下 B/D)

であり、これに対して天

然ガスの生産量は年間

３兆５，５１６億立方メー

トル(以下㎥)であった。

天然ガスの生産量を石

油に換算すると６，１２

０万 B/D となり、従って

石油と天然ガスを合わ

せた１日当りの生産量は１億５，３３５万 B/D となる。両者の比率は石油６０％、天然ガス４０％であ

る。 

 

生産量を地域別に見ると、中東が４，２７８万 B/D と最も多く、北米がこれに次ぐ３，５６１万 B/D

で、第３位に欧州・ユーラシア（３，４９５万 B/D）が続いている。中東が世界全体に占める割合は２

８％で、北米、欧州・ユーラシアは２３％である。これら３地域で世界の生産量の４分の３を占めてい

る。各地域の石油と天然ガスの比率を比較すると、中東は石油３，１７９万 B/D、天然ガス６，３７８

億㎥(石油換算：１，０９９万 B/D)と、石油の生産量が７４％を占めて圧倒的に多く、北米は石油生産

量が１，９２７万B/D、天然ガス生産量が９，４８４億㎥(石油換算：１，６３４万B/D)と石油が天然ガス

を上回っている。そして欧州・ユーラシアは石油生産量１，７７２万 B/D、天然ガス生産量１兆億㎥
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(石油換算：１，７２４万 B/D)であり石油と天然ガスはほぼ同量である。 

 

その他アジア・大洋州、アフリカ及び中南米の３地域の生産量は上記３地域の半分もしくはそれ

以下である。石油と天然ガスの比率はアジア・大洋州（石油換算合計生産量：１，８００万 B/D）は天

然ガスがわずかに多いが、アフリカ(同１，１４８万 B/D)と中南米（同１，０５２万 B/D）は中東と同じく

石油生産が全体の 7割以上を占めており天然ガスの比率は小さい。 

 

前回の埋蔵量で触れたとおり世界の石油と天然ガスの埋蔵量の比率は５９％対４１％(石油埋蔵

量１兆７，０６７億バレル、天然ガス埋蔵量１兆１，１７４億バレル)である。このことから欧州・ユーラ

シア、北米及びアジア・大洋州では埋蔵量に見合った石油と天然ガスが生産されているのに対し、

その他の３地域（中東、アフリカ及び中南米）では今後さらに天然ガスの開発生産に拍車がかかる

ものと考えられる。 

 

(石油、天然ガスともに米国が生産量世界一！) 

(2)国別生産量 (末尾表 3-2-T01参照) 

 生産量を国別に見ると、世界で石油と天然ガスの合計生産量が最も多い国は米国である。内訳

は石油が１，２３５万 B/D、天然ガスは７，４９２億㎥(石油換算１，２９１万 B/D)、合計では２，５２７万

B/D となる。同国は石油生産量、天然ガス生産量ともに世界トップである。 

 

 米国に次ぐ世界第二位の生産量を誇るのはロシアである。同国は石油は世界３位、天然ガスは

世界第２位であり、石油生産量は１，１２３万 B/D、天然ガス生産量は５，７９４億㎥(石油換算９９９

万 B/D)、石油と天然ガスの合計生産量は２，１２１万 B/D である。２０１５年と比較すると、米国とロ

シアの生産量はそれぞれ２，５９３万 B/D及び２，０８６万 B/Dで米国の生産量が減少したのに対し

ロシアは横ばいであった。 

 

両国が世界全体の生産量１億５，３３５万 B/D に占める割合は米国１７％、ロシア１４％であり、２

か国で世界の３割を占めている。因みに埋蔵量については(前章参照)ロシアが世界４位であり米国

は世界１１位である。 

 

 生産量第３位はサウジアラビアの１，４２４万 B/Dである。内訳は石油１，２３５万 B/D、天然ガス１，

０９４億㎥(石油換算１８９万 B/D）でありロシア或いは米国に比べて石油の比率が圧倒的に高い。４

位から１０位までの生産国は、４位イラン８０９万 B/D(内訳：石油４６０万 B/D、石油換算天然ガス３

４９万B/D。以下同じ)、５位カナダ７０８万B/D(石油４４６万B/D、天然ガス２６２万B/D)、６位中国６

３８万 B/D(石油４００万 B/D、天然ガス２３９万 B/D)、７位 UAE５１４万 B/D(石油４０７万 B/D、天然

ガス１０７万 B/D)、８位カタール５０２万 B/D(石油１９０万 B/D、天然ガス３１２万 B/D)、９位イラク４

４８万 B/D(石油４４７万 B/D、天然ガス２万 B/D)、１０位ノルウェー４００万 B/D(石油２００万 B/D、

天然ガス２０１万 B/D)となっている。 

 

 １１位以下２０位までの国を列挙すると、クウェイト、メキシコ、アルジェリア、ブラジル、ベネズエラ、
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ナイジェリア、インドネシア、カザフスタン、マレーシア、オーストラリアの順である。 

 

(伸びる天然ガス、２０１６年の石油と天然ガスの比率は６０対４０！) 

(3)１９９０年～２０１６年の生産量の推移 

 

 １９９０年から２０１６年までの世界の石油と天然ガス合計生産量の推移を追ってみると、１９９０年

の生産量は９，９２７万 B/D であり、その内訳は石油６，５３８万 B/D、天然ガス１．９７兆㎥（石油換

算３，３８９万 B/D）であった。その後１９９２年には合計生産量が１億 B/Dを突破、２００８年に１億３，

５５３万 B/Dに達するまで一貫して増加している。２００９年には若干減少したが、２０１０年から再び

増勢に転じ２０１６年の石油と天然ガスの合計生産量は過去最高の１億５，３３５万 B/D(内訳：石油

９，２１５万 B/D、天然ガス３．６兆㎥)を記録している。 

 

１９９０年と２０１６年の生産量の伸びを比較すると、合計生産量では１．５４倍、石油と天然ガスの

それぞれの増加率は石油１．４１倍、天然ガス１．８１倍であり、天然ガスの生産が急速に伸びてい

ることがわかる。これを比率で見ると１９９０年には石油と天然ガスの比率が石油６６％、天然ガス３

４％であったものが、その後天然ガスの比率が徐々に拡大し、２０１６年には石油６０％、天然ガス４

０％となっている。現在天然ガスについては米国におけるシェールガスを含め世界各地で開発生産

が活発に行われており、またパイプライン、LNG によるサプライチェーンも急速に整備拡充されてい

る。従って生産に占める天然ガスの比率は今後更に高まるものと思われる。 

 

(増加の勢いが止まった米国！) 

(4)ロシア、米国等主要国の生産量の推移 

 ここでは２０１６年の生産量上位４カ国(米国、ロシア、サウジアラビア、イラン)に中国、カタール及

びブラジルを加えた７か国について２０００年以降の生産量の推移を見ることとする。 

 

 ２０００年における石油・天然ガス合計生産量は米国が１，７０９万B/D(内訳：石油７７３万B/D、天

然ガス５，４３２億㎥、石油換算９３６万 B/D。以下同じ)でトップであり、ロシアは１，５６９万 B/D（６５

８万 B/D、５，２８５億㎥、９１１万 B/D）であった。その後、米国は生産量が減少、一方のロシアは増
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加したため２００２年には両国の順位が逆転した。両国の差は大きくなり２００５年の生産量はロシア

が１，９６０万B/D、米国は１，５７１万B/Dと両国の差は４００万B/Dまで拡大した。しかし米国の生

産が２００５年を底に上向きに転じる一方、ロシアはその後横這いにとどまっている。この結果２０１

３年には両国の順位が逆転、米国が７０万 B/D の差でトップになった。２０１５年の生産量はロシア

の２，０８９万 B/Dに対し米国は２，５９６万 B/Dで両国の差は５００万 B/Dまで広がった。しかし２０

１６年は米国の生産量が２００５年以来１０年ぶりに減少し、２，５２７万 B/D になった。ロシアの生産

量は２，１２１万 B/Dであり両国の差は縮まっている。 

 

 サウジアラビアの場合は従来から石油の比率が圧倒的に高く、２０００年の生産は石油が９４７万

B/D、天然ガスは８６万 B/D(石油換算)で石油はガスの１１倍であった。その後同国の石油生産は

常時１千万 B/D 前後で推移する一方、天然ガスの生産は毎年前年を上回る増加を続けている。こ

の結果２０１６年の生産量は石油１，２３５万B/D、天然ガス１８９万B/Dの合計１，４２４万B/Dに達

し、石油はガスの６．６倍となり天然ガスの比率が上がっている。 

 

カタールは２０００年時点では石油と天然ガスの生産量はそれぞれ８５万 B/D、４３万 B/D（合計１

２８万 B/D）であり、石油が天然ガスを上回っていたが、その後天然ガスの生産が急速に拡大し、２

００６年には倍増、さらに２０１６年には石油換算で３１２万B/Dに達している。この結果、２０１６年の

石油・天然ガスの合計生産量は２０００年の４倍の５０２万 B/Dを記録するとともに、石油と天然ガス

の比率は石油３８％に対し天然ガスは６２％と逆転している。 

 

中国は２０００年以降着実に生産量が増加しており、２０００年の３７４万 B/D から２０１６年には１．

７倍の６３８万 B/D に増えている。但し前年の６６５万 B/D を下回っており生産がピークに達した様

相も見受けられる。イランも中国同様２０１１年までは着実に増加し、２０００年の合計生産量４８８万

B/D が２０１１年には１．５倍の７２２万 B/D に増加した。しかしその後、核開発疑惑をめぐる欧米諸

国の禁輸制裁の結果、２０１３年には６４９万 B/D まで減少した。禁輸解除後生産量は回復傾向に

あり２０１６年の石油・天然ガスの合計生産量は８０９万 B/D となっている。天然ガスは全量国内消

費のため生産量は今後も増加すると見込まれるが、原油の生産は経済制裁解除の進展次第であ
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ろう。 

 

ブラジルの生産量は上記の国々に比べて必ずしも多くないが、２０１６年の生産量は２０００年に

比べて２．１倍である。これは６カ国の中ではカタールに次いで高い伸び率であり、米国の１．５倍よ

りも高い。 

 

３．世界の石油と天然ガスの消費量 

(三大消費地域：アジア・大洋州、北米、欧州・ユーラシア！) 

(1)２０１５年の石油と天然ガスの地域別合計消費量 

２０１６年の世界の石油消費

量は日量９，６５６万バレル(以

下 B/D)であり、これに対して天

然ガスの消費量は年間３兆５，

４２９億立方メートル(以下㎥)で

あった。天然ガスの消費量を石

油に換算すると６．１０５万 B/D

となり、従って石油と天然ガスを

合わせた１日当りの消費量は１

億５，７６１万 B/D となる。両者

の比率は石油６１％、天然ガス

３９％でほぼ３：２の割合であ

る。 

 

消費量を地域別に見ると、アジア・大洋州が４，６０３万 B/D、北米４，０５３万 B/D、欧州・ユーラ

シア３，６５４万B/Dと並んでおり、これら３地域が世界に占める割合は８割弱に達する。但し各地域

の石油と天然ガスの比率にはそれぞれ違いがあり、アジア・大洋州は石油の比率が７３％に対して

天然ガスは２７％である。一方欧州・ユーラシアは石油と天然ガスの比率がそれぞれ５１％と４９％

でほぼ均衡しており、北米の場合は石油５９％に対して天然ガスは４１％である。世界的に見ると上

述の通り石油がエネルギーの太宗を占めているが、欧州・ユーラシア地域はロシア・中央アジアな

ど天然ガスの生産地と西ヨーロッパの消費地が陸続きのためパイプライン網による天然ガス利用が

発達したという歴史的経緯がある。ヨーロッパでは天然ガスは家庭用・発電用燃料として使われ、一

方石油の用途は輸送用燃料(ガソリン、ディーゼル)或いは石油化学原料が一般的であり、天然ガス

と石油の利用が相半ばしているのである。 

 

これら以外の３地域(中南米、中東、アフリカ)は全て併せても２０％強に過ぎず、それぞれの世界

消費に占めるシェアは中東１２％、中南米６％、アフリカ４％である。石油及び天然ガスの消費が先

進国及びアジアの新興工業地帯に集中していることがわかる。 

 

(米国は石油も天然ガスも世界一の消費国。一国で世界の５分の１強を消費！) 

アジア・大

洋州
29%

北米

26%

欧州・ユー

ラシア
23%

中東

12%

中南米

6%

アフリカ

4%

地域別石油・天然ガス合計消費量(2016年)

(石油換算：1.6億バレル)
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(2)２０１６年の石油と天然ガスの国別消費量 (末尾表 3-3-T01参照) 

消費量を国別に見ると、世界で石油と天然ガスの合計消費量が最も多いのは米国である。同国の

消費量は石油換算で３，３０５万 B/D、全世界の２１％を占めており世界の５分の１強の石油と天然

ガスを消費しているのである。 

 

米国に次いで消費量が多いのは中国の１，６０１万 B/D(石油換算)である。同国は石油の消費量

は世界２位(１，２３８万 B/D)、天然ガスは世界３位(石油換算３６３万 B/D)であり、天然ガスの消費

量は石油の約４分の１である。石油と天然ガスの合計消費量が１千万 B/Dを超えているのはこの２

カ国だけである。第３位はロシアの９９４万 B/D、日本は第４位で合計消費量は５９５万 B/D、内訳

は石油４０４万 B/D、天然ガス１，１１２億㎥(石油換算１９２万 B/D)である。 

 

これら４カ国の消費量を前年の２０１５年と比較すると、米国と中国はそれぞれ前年より２．９％及

び１２．３％増加しているのに対して、ロシアと日本は共に前年比-３．０％、-４．５％と減少している

のが特徴である。日本と中国を比較すると、石油消費量は中国が日本の３．１倍、天然ガスは１．９

倍であり、石油と天然ガスの構成比は日本が６８％(石油)対３２％(天然ガス)、中国は７７％対２３％

となっており、日本は天然ガスの構成比率が高い。 

 

５位以下１０位までは、サウジアラビア(合計消費量５７９万Ｂ/Ｄ、石油６７％、天然ガス３３％)、イ

ンド(同５３５万Ｂ/Ｄ、８４％、１６％)、イラン(同５３１万Ｂ/Ｄ、３５％、６５％)、カナダ(同４０６万Ｂ/Ｄ、

５８％、４２％)、ドイツ(同３７８万Ｂ/Ｄ、６３％、３７％)、ブラジル(同３６５万Ｂ/Ｄ、８３％、１７％)と続

いている。 

 

(石油と天然ガスの比率は最近は６：４で安定！) 

(3)石油と天然ガスの消費量の推移(１９９０年～２０１６年) 

 

 １９９０年から２０１６年までの石油と天然ガスの合計消費量の推移を追ってみると、１９９０年の石

油と天然ガスの消費量は石油が６，６６５万Ｂ/Ｄ、天然ガスは１兆９，５７９億㎥(石油換算３，３７４

万 B/D)であった。合計すると石油換算で１億３９万 B/Dとなり、両者の比率は石油６６％、天然ガス
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３４％であった。 

 

 その後消費量は２００９年を除き２０１６年まで毎年増加の一途をたどり、２０１６年の消費量は石

油換算で１億５，７６１万 B/D（内訳：石油９，６５６万 B/D、天然ガス３．５兆㎥）であり１９９０年の１．

６倍に達している。石油と天然ガスそれぞれについて見ると、石油は１．５倍、天然ガスは１．８倍と

天然ガスの伸び率は石油より高い。この結果、２０１６年の消費量に占める石油と天然ガスの比率

は６１％対３９％であり、天然ガスの比率は過去２０年の間に５ポイント上昇している。地球環境問

題の高まりにより石油に比べて CO2 発生量が少ない天然ガスの導入が進んだことがわかる。特に

日本の場合は原発の新設がほぼ不可能になり、既設原発の再稼働にも多くの制約が課されている

ことを考慮すると、燃料調達コストの問題はあるにしても今後天然ガスの比率が増えることは間違

いないであろう。 

 

(重みを増すアジア・大洋州！) 

(4)地域別の消費量の推移(１９９０年～２０１５年) 

 全世界の消費量に占める地域別の割合の推移を見ると１９９０年は欧州・ユーラシアが世界全体

の４０％を占めて最も多く、次いで北米が３１％、アジア・大洋州が１６％を占め、その他の地域（中

南米、中東及びアフリカ）は１３％であった。欧州・ユーラシアと北米を合わせた欧米先進国だけで

全世界の４分の３近くの石油・天然ガスを消費しており、これに新興国家が多いアジア・大洋州を加

えると９割近くに達する。 

 

 その後欧州・ユーラシア地域の消費量は緩やかに減退し１９９０年代半ば以降は３６百万 B/D 前

後で推移し、２０１６年は３，６５４万 B/D にとどまっている。これに対し１９９０年に１６百万 B/D であ

ったアジア・大洋州の消費量は年々上昇し、２０１１年には北米、欧州・ユーラシアを抜き去り、２０１

６年には４，６０３万 B/Dに達し世界で最も多く石油・天然ガスを消費する地域となっている。 

 

 ２０１６年の地域別割合はアジア・大洋州が２９％、次いで北米２６％、欧州・ユーラシア２３％であ

り、これら３地域で世界の石油・天然ガス消費量の８割弱を占めている。かつて１９９０年には１３％
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しかなかった中東、南米およびアフリカ地域のシェアは２２％に大幅に増加しており、発展途上国の

エネルギーの消費が拡大していることがわかる。 

 

(石油・天然ガスの消費が急増する中国、日本は１６年間で１２％減！) 

(5)主要５カ国の消費量推移(２０００年～２０１６年) 

 

 米国、日本、中国、ロシア及びインドの５カ国について２０００年から２０１６年までの各国の石油と

天然ガスの合計消費量を見ると、米国の消費量は他の国を圧倒しており２０００年時点で３，１０９万

B/D とロシア(８７５万 B/D)の３．６倍、日本(６７９万 B/D)の４．６倍、中国(５１３万 B/D)の６倍あり、

インド(２７１万 B/D)に対しては１０倍以上の差があった。 

 

 米国の消費量は２０１２年まで横ばい状態を続けたが、最近４年間は増加傾向にあり、２０１６年

は３，３０５万 B/D と史上最高となった。中国の消費量は爆発的に増加しており、２００４年には日本

を超え、さらに２００９年にはロシアを追い抜き米国に次ぐ世界第２位の石油・天然ガス消費国となり、

２０１６年の消費量は２０００年比３．１倍の１，６０１万 B/Dに達している。この結果かつて６倍であっ

た米国と中国の差は２倍にまで縮まっている。 

 

 インドも中国程ではないが年々増加しており２０００年に２７１万 B/D であった消費量は、２００４年

には３００万 B/D、そして２００９年には４００万 B/D を突破、２０１６年の消費量は２０００年比２倍の

５３５万B/Dに達している。日本との差は６０万B/Dであり現在の趨勢が続けば数年中にインドの消

費量は日本を上回ることになろう。 

 

日本の石油・天然ガスの消費量は２０００年から２００９年まではほぼ一貫して減少し、２００９年に

は６００万 B/Dを下回った。その後漸増し２０１５年までは６００万 B/D台を維持したが２０１６年には

再び６００万B/Dを割っており、２０００年を１２％下回っている。比較した５か国の中で２０００年の水

準を下回っているのは日本だけであり際立った特徴を示している。これは景気低迷によりエネルギ

ー消費が減少したこと及び省エネ政策によりエネルギー効率が向上したためと考えられる。省エネ

政策や再生エネルギー利用は今後も継続的に発展することが見込まれるが、一方では原発の停止
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により火力発電用石油・天然ガスが増えることは避けられないであろう。 

 

(２００７年を底に急速に改善する米国のエネルギー自給率！) 

(6)米国の石油・天然ガス自給率の超長期推移(１９７０～２０１６年) 

 米国の石油・天然ガスの需給ギャップが近年急速に改善しつつあることについては既に石油篇、

天然ガス篇及び前項でも触れたが、本項では改めて１９７０年から２０１６年までの５０年間近くにわ

たる石油と天然ガス並びに両者を合わせた自給率の推移を検証する。 

 

 まず石油については１９７０年は生産量１，１３０万B/Dに対し消費量は１，４７１万B/Dであり自給

率は７７％であった。つまり米国は必要な石油の４分の３を自国産で賄っていたことになる。その後

石油の消費量が急拡大する一方、原油価格が低水準にとどまったため生産が伸び悩み１９７７年

には自給率が５３％まで低下した。 

  

 １９８０年代前半には石油価格が上昇したため国内の生産が増加、消費は減少した結果、１９８５

年には生産量１，０５８万 B/D、消費量１，５７３万 B/D で自給率は６７％まで回復した。ただその後

は海外の安価な石油に押され生産は減少の一途をたどり２００５年から２００７年までの３年間の自

給率は３３％に落ち込んだ。この時、米国は必要な石油の３分の１しか自給できなかったのである。 

 

 しかし２０００年初めから石油価格が急上昇し、米国内で石油増産の機運が生まれ、同時にシェー

ル層から石油を商業生産する方法が確立し、２００８年以降石油の生産量は大幅に増えた。反面、

景気の後退により消費量が漸減した結果、２０１６年は石油生産量１，２３５万 B/D、消費量１，９６３

万 B/Dで自給率は６３％に達している。 

 

 次に天然ガスを見ると、１９７０年から１９８２年までの自給率は１００％に近く、ほぼ完全自給体制

だった。８０年代後半以降は生産が伸び悩む半面、消費が増加したため、自給率は漸減の傾向を

示し、２００５年には８２％まで低下、需要の約２割を隣国カナダからの輸入に依存することになった。

しかしシェールガスの開発生産が本格化するに伴い生産量は急激に拡大し、２０１６年の自給率は
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９６％とほぼ自給体制を整えている。２０１５年には自給率が９９％に達したが翌２０１６年は生産減、

消費増により若干自給率が低下している。しかしシェールガスの増産意欲は高く数年中には自給率

が１００％を突破、本格的な LNG 輸出国になる気配である。 

 

 石油と天然ガスを合わせた自給率は１９７０年に８６％であった。その後石油自給率と同じような

歩調で１９７９年７０％、１９８４年７８％と下降と上昇の軌跡をたどった後、１９８５年以降は長期低落

傾向となり、２００５年の自給率は５０％に落ち込んだ。しかしその後は急速に回復、２０１６年の自

給率は７６％と１９８０年台前半の水準に戻っている。因みに２０１６年の石油・天然ガスの合計生産

量は石油換算で２，５２７万B/D、また合計消費量は同石油換算で３，３０５万B/Dである。需給ギャ

ップが７百万B/D強あるものの、シェールガス及びシェールオイルの増産は今後も続くものと見られ、

エネルギーについては米国の将来は極めて明るいと言えよう。 

 

(石油+天然ガス篇 完) 

 

本稿に関するコメント、ご意見をお聞かせください。 

 前田 高行 〒183-0027 東京都府中市本町 2-31-13-601 

   Tel/Fax; 042-360-1284, 携帯; 090-9157-3642 

   E-mail; maeda1@jcom.home.ne.jp 
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3-1-T01       国別石油・天然ガス合計埋蔵量（2016年末） 

順

位 
国名 

原油 天然ガス 合計(原油換算） 原油・天然ガス比率(%) 

10 億バレ

ル 

1 兆立法

米 

原油換算 

(10億バ

レル) 

10 億バレ

ル 
シェア 原油 天然ガス 合計 

1 イラン 158.4 33.5  210.7  369.1  12.8% 43% 57% 100% 

2  ベネズエラ 300.9 5.7  35.9  336.7  11.7% 89% 11% 100% 

3 サウジアラビア 266.5 8.4  53.0  319.5  11.1% 83% 17% 100% 

4  ロシア 109.5 32.3  203.0  312.5  10.8% 35% 65% 100% 

5 カナダ 171.5 2.2  13.7  185.2  6.4% 93% 7% 100% 

6  カタール 25.2 24.3  152.8  178.1  6.2% 14% 86% 100% 

7 イラク 153.0 3.7  23.2  176.2  6.1% 87% 13% 100% 

8  UAE 97.8 6.1  38.3  136.1  4.7% 72% 28% 100% 

9 クウェイト 101.5 1.8  11.2  112.7  3.9% 90% 10% 100% 

10  トルクメニスタン 0.6 17.5  109.9  110.5  3.8% 1% 99% 100% 

11 米国 48.0 8.7  54.8  102.8  3.6% 47% 53% 100% 

12  ナイジェリア 37.1 5.3  33.2  70.3  2.4% 53% 47% 100% 

13 中国 25.7 5.4  33.8  59.4  2.1% 43% 57% 100% 

14  リビア 48.4 1.5  9.5  57.8  2.0% 84% 16% 100% 

15 アルジェリア 12.2 4.5  28.3  40.5  1.4% 30% 70% 100% 

16  カザフスタン 30.0 1.0  6.1  36.1  1.3% 83% 17% 100% 

17 オーストラリア 4.0 3.5  21.8  25.8  0.9% 15% 85% 100% 

18  インドネシア 3.3 2.9  18.0  21.3  0.7% 15% 85% 100% 

19 ノルウェー 7.6 1.8  11.1  18.7  0.6% 41% 59% 100% 

20  エジプト 3.5 1.8  11.6  15.1  0.5% 23% 77% 100% 

21 ブラジル 12.6 0.4  2.3  15.0  0.5% 84% 16% 100% 

22  アゼルバイジャン 7.0 1.1  7.2  14.2  0.5% 49% 51% 100% 

23 インド 4.7 1.2  7.7  12.4  0.4% 38% 62% 100% 

24  アンゴラ 11.6   0.0  11.6  0.4% 100% 0% 100% 

25 マレーシア 3.6 1.2  7.4  11.0  0.4% 33% 67% 100% 

26  オマーン 5.4 0.7  4.4  9.8  0.3% 55% 45% 100% 

27 メキシコ 8.0 0.2  1.5  9.5  0.3% 84% 16% 100% 

28  ベトナム 4.4 0.6  3.9  8.3  0.3% 53% 47% 100% 

29 エクアドル 8.0   0.0  8.0  0.3% 100% 0% 100% 

30  ミャンマー   1.2  7.5  7.5  0.3% 0% 100% 100% 

  その他 36.9  8.2  51.6  88.5  3.1% 42% 58% 100% 

  全世界 1,706.7  186.6  1,173.5  2,880.2  100.0% 59% 41% 100% 

Source: BP Statistical Review of Worl Energy 2017 



 17 / 19 

 

3-2-T01 
        

(前田作成） 

国別石油・天然ガス合計生産量(2016年） 

順

位 
国名 

石油 天然ガス 合計(原油換算） 原油・・天然ガス比率(%) 

1,000 

B/D 
順位 

10 億立

法米 

原油換算

(1,000B/D) 
順位 

1,000 

B/D 
Share 原油 

天然ガ

ス 
合計 

1 米国 12,354  1 749.2  12,911  1 25,265  16.5% 49% 51% 100% 

2 ロシア 11,227  3 579.4  9,985  2 21,212  13.8% 53% 47% 100% 

3 サウジアラビア 12,349  2 109.4  1,885  8 14,235  9.3% 87% 13% 100% 

4 イラン 4,600  4 202.4  3,488  3 8,088  5.3% 57% 43% 100% 

5 カナダ 4,460  6 152.0  2,619  5 7,080  4.6% 63% 37% 100% 

6 中国 3,999  8 138.4  2,385  6 6,384  4.2% 63% 37% 100% 

7 UAE 4,073  7 61.9  1,067  13 5,140  3.4% 79% 21% 100% 

8 カタール 1,899  15 181.2  3,123  4 5,022  3.3% 38% 62% 100% 

9 イラク 4,465  5 1.1  19  20 4,484  2.9% 100% 0% 100% 

10 ノルウェー 1,995  14 116.6  2,009  7 4,004  2.6% 50% 50% 100% 

11 クウェイト 3,151  9 17.1  295  19 3,446  2.2% 91% 9% 100% 

12 メキシコ 2,456  11 47.2  813  14 3,269  2.1% 75% 25% 100% 

13 アルジェリア 1,579  17 91.3  1,573  9 3,152  2.1% 50% 50% 100% 

14 ブラジル 2,605  10 23.5  405  17 3,010  2.0% 87% 13% 100% 

15 ベネズエラ 2,410  12 34.3  591  16 3,001  2.0% 80% 20% 100% 

16 ナイジェリア 2,053  13 44.9  774  15 2,826  1.8% 73% 27% 100% 

17 インドネシア 881  18 69.7  1,201  12 2,082  1.4% 42% 58% 100% 

18 カザフスタン 1,672  16 19.9  343  18 2,015  1.3% 83% 17% 100% 

19 マレーシア 705  19 73.8  1,272  11 1,976  1.3% 36% 64% 100% 

20 オーストラリア 359  20 91.2  1,572  10 1,931  1.3% 19% 81% 100% 

  その他 12,858    747 12,875    25,733  16.8% 50% 50% 100% 

  全世界 92,150    3,551.6  61,204    153,354  100.0% 60% 40% 100% 

Source:BP Statistical Review of World Energy 2017 
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3-3-T01      国別石油・天然ガス合計消費量(2016年） 

順

位 
国名 

石油 天然ガス 合計(原油換算） 原油・・天然ガス比率(%) 

1,000 

B/D 
順位 

10 億立法

米 
順位 

原油換算

(1,000B/D) 

1,000 

B/D 
Share 原油 

天然

ガス 
合計 

1 米国 19,631  1 778.6  1  13,418  33,049  21.0% 59% 41% 100% 

2 中国 12,381  2 210.3  3  3,625  16,006  10.2% 77% 23% 100% 

3 ロシア 3,203  6 390.9  2  6,735  9,939  6.3% 32% 68% 100% 

4 日本 4,037  4 111.2  5  1,917  5,953  3.8% 68% 32% 100% 

5 サウジアラビア 3,906  5 109.4  6  1,885  5,791  3.7% 67% 33% 100% 

6 インド 4,489  3 50.1  15  863  5,353  3.4% 84% 16% 100% 

7 イラン 1,848  12 200.8  4  3,460  5,309  3.4% 35% 65% 100% 

8 カナダ 2,343  10 99.9  7  1,721  4,064  2.6% 58% 42% 100% 

9 ドイツ 2,394  9 80.5  9  1,387  3,781  2.4% 63% 37% 100% 

10 ブラジル 3,018  7 36.6  27  631  3,648  2.3% 83% 17% 100% 

11 韓国 2,763  8 45.5  19  784  3,547  2.3% 78% 22% 100% 

12 メキシコ 1,869  11 89.5  8  1,543  3,412  2.2% 55% 45% 100% 

13 英国 1,597  15 76.7  10  1,322  2,918  1.9% 55% 45% 100% 

14 イタリア 1,232  19 64.5  12  1,112  2,344  1.5% 53% 47% 100% 

15 フランス 1,602  14 42.6  21  734  2,335  1.5% 69% 31% 100% 

16 UAE 987  22 76.6  11  1,321  2,308  1.5% 43% 57% 100% 

17 インドネシア 1,615  13 37.7  26  650  2,265  1.4% 71% 29% 100% 

18 タイ 1,382  16 48.3  17  832  2,214  1.4% 62% 38% 100% 

19 スペイン 1,268  18 28.0  32  482  1,750  1.1% 72% 28% 100% 

20 オーストラリア 1,036  21 41.1  24  709  1,744  1.1% 59% 41% 100% 

21 エジプト 853  24 51.3  14  884  1,737  1.1% 49% 51% 100% 

22 トルコ 886  23 42.1  22  726  1,612  1.0% 55% 45% 100% 

23 シンガポール 1,382  17 12.5  41  216  1,598  1.0% 86% 14% 100% 

24 マレーシア 829  26 43.0  20  742  1,571  1.0% 53% 47% 100% 

25 アルゼン t ﾝ 687  27 49.6  16  855  1,542  1.0% 45% 55% 100% 

26 オランダ 851  25 33.6  29  579  1,430  0.9% 60% 40% 100% 

27 台湾 1,046  20 19.1  36  329  1,375  0.9% 76% 24% 100% 

28 パキスタン 566  31 45.5  18  784  1,350  0.9% 42% 58% 100% 

29 ベネズエラ 611  29 35.6  28  613  1,224  0.8% 50% 50% 100% 

30 アルジェリア 412  36 40.0  25  689  1,101  0.7% 37% 63% 100% 

  その他 15,833    551.8    9,510  25,342  16.1% 62% 38% 100% 

  全世界 96,558    3,542.9    61,054  157,612  100.0% 61% 39% 100% 

Source:BP Statistical Review of World Energy 2017 
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i 「五大国際石油企業業績比較」P14 2009年～2016年設備投資額の推移 参照。 

http://mylibrary.maeda1.jp/0401OilMajor2016.pdf 

 

http://mylibrary.maeda1.jp/0401OilMajor2016.pdf

